

















力を一定の価格で買い取る「固定価格買取制度」を 2012(平成 24)年 7月から導入している。
しかし,「エネルギー」として「原子力」に代わるものは「化石エネルギー」である。「総
合エネルギー統計」によると,2014（平成 26）年の再生可能エネルギーの供給量は
939.74PJ(ペタジュール)であり,全体の 4.7％である。それは 2010（平成 22）年と比較し































































図 1 エネルギー源の分類 
出所:経済産業省(2014)より作成 
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る」と「自然環境が復活する」の 2 つことで説明されている。行政は 3 つに分けられる。1




取制度の対象」は,2012（平成 24）年 7 月に施行された「固定価格買取制度」を定めてい
る「電気事業者による再生可能エネルギー電気調達に関する特別措置法」に基づいており,
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産の流れについて 4 つの期間にわける。 












第 3 次エネルギー期は 1974(昭和 49)～2012(平成 24)年であり，主な供給源は石油と原
子力である。特に原子力はオイルショック以降の 1974(昭和 49)年以降増加しており,供給
量は 1974(昭和 49)年は 155.53PJ（ペタジュール）であったが,2010(平成 22)年は 2464.84PJ
であった。生産量も 1982(昭和 57)年～2010(平成 22)年は最も割合が大きいエネルギーで
あり,全体の供給の 4～6 割を占めていた。原子力は技術があればエネルギーを賄うことが
できるので,資源が乏しい日本では,原子力を国産エネルギーとするために,各地に原子力
発電所を建設し,最盛期には 54 基の原子炉が稼働した(図 3)。しかし, 2011(平成 23)～
2013(平成 25)年にかけて原子力発電所は稼動停止もしくは廃止となり,2014(平成 26)年に
は発電量が 0 となった。 

















電方法であり,2010(平成 22)年までは,年間 2000億 kwhの電気を賄っていた。2011(平成 23) 
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 図 3 国内の原子力発電所所在地 
出所：経済産業省(2014)より作成 




ており,年間 6000 億 kwh の電気を賄い,2010(平成 22)年以前の 3 倍に伸びた。また,割合も
2011(平成 23)年には,全体の約 80％を占め,2013(平成 25)年には 90％を超えていた。
2010(平成 22)年以前から,20%以上割合が増加した。しかし,これらの自給率は低く,特に供






が安いことである。石油を利用した火力発電は利用率が 30％で効率も悪いため 1kwh あた
り 30～44 円とコストが高くなる。利用率が 70％の石炭の火力発電は 12 円,天然ガス(LNG)
の火力発電は 14 円である。一方，リスクが低く利用率が 70％の原子力発電は 1kwh あたり

















エネルギー源の中では最も高く ,事故が起きた場合の代償が大きい  (大島 ,2011, 
pp.87-96)。原子力発電に対する処理費が 48 兆円を超えることがわかっている（2016（平
成 28）年 12 月現在）。 
再生可能エネルギーは上記でも記したようにほとんど増加していない。地熱発電
は,1991(平成 3)～1997(平成 9)年までは増加しており,1997(平成 9)年には 350億 kwhの電
気を賄っていた。その後は減少傾向であるが 2011(平成 23)年以降は再び増加している。風
力発電と太陽光発電の発電電力量はほとんどなく,特に太陽光は 2009(平成 21)年までは
100 万 kwh にも満たなかった。しかし,2011(平成 23)年以降は急激に増加し,特に太陽光は
前年より 8 倍以上増え,4100 万 kwh となった。水力発電は,1993(平成 5)年・1997(平成 9)
年・2003(平成 15)年を除き,500 億～600 億 kwh 前後で一定の発電電力量である東日本大震











ドイツは 2030(平成 42)年には脱原子力発電,2050(平成 62)年には脱火力発電を目標にし
ている。ドイツの電力に関する法律は,電力事業者が再生可能エネルギーで得た電力を一定
の価格で買い取る「電力供給法」(1991(平成 3)年制定)が制定された。「都市計画法」は,


























































コミュニティパワーについても「美しい兵庫 21」では,3 つのうち 1 つだけ類似している


















注)3 つのうち 2 つの原則を満たせばコミュニティパワーになる 
出所:飯田(2014,p.35)より 
 
表 3 兵庫県の「地域主導型再生可能エネルギー導入促進事業」 







































社会的視点を生かして,環境・生活・地域の発展の 3 つが必要であり, 環境・生活・地域の





いるかを小野市,稲美町,加西市の 3 つで調査する。 
 
（1）浄谷新池（小野市）の溜池利用 





26)年 4 月～2015(平成 28)年 3 月までの約 1 年間の期間で行われた。年間の発電量見込み
は 5 万 kWh であり,収入見込みは年間 200 万円弱であった。方法は, 2 つの角度が異なるパ
ネルを設置した。一つ目のパネルは,パネルの角度が 10 度であり,係留方法が陸地からワイ
ヤーで係留である。もう一つのパネルは,パネルの角度が 20 度であり,係留方法はフロート





また,年間発電量は,1 型,2 型を合わせると,見込みである 5 万 kwh よりも若干多く,売電
収入は,1 型,2 型を合わせると 1,976,814 円であり,見込みより 23,186 円少ないが,日照時
間や天候の関係による差であり,売電収入は(角度や係留方法が異なっても)見込み通りの
金額である。しかし,コストの面で大きな負担となる。浄谷新池の太陽光発電も整備費だけ
















総水面積 7.12ha の溜池である。この池に 2015(平成 28)年 5 月 24 日に「兵庫・加西市逆
池水上メガソーラー発電所」が竣工となり,同年 6 月 11 日より関西電力への売電事業を開































エネルギー」の発電事業の展望をする 3 つのことが重要である。1 つ目は総括的で合理化
された計画である。2 つ目は住民が事業に参加することである。3 つ目は地域について考え
ることである。 




いるため，取り組みは不十分である。兵庫県の場合, 2001（平成 13）年 2 月に作成された
「21 世紀兵庫長期ビジョン 美しい兵庫 21」は,「エネルギー」を環境の 1 つとしかとら
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